
　私が所属する日本維新の会奈良市
議団は今夏、３９議席ある奈良市議会
の定数が適正かを調査するため、２０
００人を対象にした市民アンケート
を行いました。その結果、削減すべき
人数は「２人」と回答した人が最も多
く、次いで「７人」となりました＝表参
照。市議団では、回答があった削減人
数の平均値を算出（４.１６人）し、９月
定例会に４人削減の条例改正案を提
案することを決めました。
　アンケートは２０００人を対象に
実施。１６４人から回答を得ました。
削減すべき人数を２人～７人から選
択してもらい、最も多かったのが２
人。次いで７人、４人、３人と続きまし
た。削減すべき人数の平均は４・１６
人になりました。
　奈良市の今年６月時点の人口は３
５万３９０人で、議員定数は３９人。
総人口を議員定数で割った「議員一人
当たりの人口」は８９８４人になりま

す。
　奈良市と同規模の全国の「中核市」
の議員定数の平均は３６人で「議員一
人当たりの人口」の平均は９６９４人
になっており、奈良市議会の定数と議
員一人当たりの人口ともに平均を上
回っている状況です。私たち維新は身
を切る改革を実行すべく、この結果を
もとに、市議会９月定例会に条例改正
案を提出しました。

　奈良市議会の栁田昌孝（日本維新の会奈良市議団）は今年度の議員活動の中、市民の皆様、事業者が物価高の影響を受ける今、
奈良市議会の定数３９人が適正かどうかを問う２０００人規模の調査を同僚議員と行いました。その結果、削減すべきは４人と
いう平均値を得て、市議会９月定例会に「身を切る改革」の一環として定数削減の条例改正案を提案します。クリーンセンター
建設計画や西ノ京駅整備をはじめ、私の議会活動をご報告します。
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市民2000人対象に市議定数適正かアンケート
結果をもとに、４人減の改正案提出

奈良市議会が削減すべき議員数
市民アンケート結果
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市民生活の安定求め修繕要望
既存施設老朽化待ったなしの状況クリーンセンター

　老朽化が著しい左京５丁目の環境
清美工場（クリーンセンター）＝写真
＝で今夏トラブルが発生し、３号炉の
稼働が停止する事態に陥りました。
市は処理できない分のごみについて
橿原市や枚方市、民間の三重中央開
発に「区域外処理」の協力をお願い
しています。施設の移転、新築を計画
している七条地区の合意が得られて
いない中、既存施設の待ったなしの
老朽化を受けて市は市議会９月定例
会に１４０億円を投じる改修費を盛り
込む補正予算案を提出しました。
　私はこれまで、市がクリーンセンタ
ーの移転、新築を計画している地元
の七条地区に対して丁寧な事業説明
を行うことを強く求めてきました。ま
た既存の施設の老朽化に伴う稼働停
止に陥らないよう市民生活の安定を
求めてきました。
　クリーンセンターは昭和５７（１９
８２）年に稼働を開始。市内で排出さ
れるごみは１日平均２１７㌧。４基あ
る炉のうち３基の稼働が必要になって
います。しかし近年、老朽化によるト
ラブルに見舞われることが多く、修繕
費に年間最大１２億円を要していま
す。市は七条地区への移転、新築を
計画していますが、地元への説明や
協議が進んでおらず、市の対応に批

判もあります。
　１号炉をオーバーホールしている
最中、稼働停止になった今回の３号炉
のトラブルと市の対応について私は、
所属する委員会で質問。市は冷却塔
下部や灰の押し出し装置の修理に今
年９月ごろまでの時間を要するとし、
収集した市内のごみで対応しきれな
い分については区域外処理で橿原市
や枚方市、民間事業者にお願いして
いると説明しました。
　私はこの区域外処理の１㌧当たりの
価格（橿原市＝３万５５５円、枚方市

＝２万９６００円、三重中央開発＝３
万４６５０円）が適正かをただし、ま
た新クリーンセンターの稼働開始ま
で既存施設がトラブルに見舞われな
いよう今後、費用対効果を精査し、大
規模な修繕を行って市民生活に支障
が出ないよう取り組んでいくことを強
く求めました。
　これらを受けて市は、４基ある炉
のうち劣化の著しい２基を改修する
ための予算約１４０億円を、市議会
９月定例会に提案することを決めま
した。


